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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
櫻
井
周
君
提
出
税
収
の
上
振
れ
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
及
び
二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
税
収
の
上
振
れ
」
は
、
平
成
二
十
八
年
二
月
八
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、
麻
生
財
務
大
臣
（
当

時
）
が
「
い
わ
ゆ
る
上
振
れ
に
つ
い
て
文
脈
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
使
い
方
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
は
御
存
じ
の
と
お
り
」
と

答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
が
、
一
般
会
計
税
収
は
、
御
指
摘
の
「
増
加
」
の
例
を
踏
ま
え
、
一
般
会
計
補
正
予
算
後
の

歳
入
予
算
額
と
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
と
の
差
額
に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
と
、
令
和
二
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
後
の
歳
入
予
算
額
約
五
十
五
・
一
兆
円
に
対
し
同
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
約
六
十
・
八
兆
円
と
約
五
・
七
兆

円
上
回
り
、
令
和
三
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
後
の
歳
入
予
算
額
約
六
十
三
・
九
兆
円
に
対
し
同
年
度
の
一

般
会
計
歳
入
決
算
額
は
約
六
十
七
・
〇
兆
円
と
約
三
・
二
兆
円
上
回
り
、
令
和
四
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

後
の
歳
入
予
算
額
約
六
十
八
・
四
兆
円
に
対
し
同
年
度
の
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
は
約
七
十
一
・
一
兆
円
と
約
二
・
八
兆
円

上
回
り
、
令
和
五
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
後
の
歳
入
予
算
額
約
六
十
九
・
六
兆
円
に
対
し
同
年
度
の
一
般

会
計
歳
入
決
算
額
は
約
七
十
二
・
一
兆
円
と
約
二
・
五
兆
円
上
回
っ
て
お
り
、
お
尋
ね
の
「
要
因
」
に
つ
い
て
、
「
参
考
資

料
（
中
長
期
の
経
済
財
政
に
関
す
る
試
算
を
踏
ま
え
て
）
」
（
令
和
六
年
七
月
二
十
九
日
経
済
財
政
諮
問
会
議
提
出
）
に
お



 

２ 

 

い
て
は
、
「
近
年
の
税
収
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
経
済
状
況
の
見
通
し
が
不
透
明
な
中
、
企
業
収
益
の
増
加
、
配

当
を
含
む
所
得
の
増
加
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
正
常
化
の
進
展
に
よ
る
消
費
の
増
加
に
加
え
、
為
替
・
資
源
価
格
と
い
っ
た
外

部
経
済
要
因
が
大
き
く
変
動
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
決
算
時
点
で
上
振
れ
が
発
生
。
」
と
の
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
上
振
れ
」
が
、
仮
に
一
及
び
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
後
の
歳
入
予
算
額
と
一
般
会
計
歳

入
決
算
額
と
の
差
額
を
指
す
と
す
れ
ば
、
令
和
六
年
度
の
一
般
会
計
税
収
は
、
財
務
省
が
令
和
七
年
六
月
二
日
に
公
表
し
た

「
令
和
六
年
度
七
年
四
月
末
租
税
及
び
印
紙
収
入
、
収
入
額
調
」
に
よ
れ
ば
、
同
年
四
月
末
時
点
で
約
六
十
二
・
八
兆
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
一
般
会
計
歳
入
決
算
額
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
六
月
九
日
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
に
お
い
て
、
住

澤
財
務
省
主
税
局
長
（
当
時
）
が
「
年
度
を
通
じ
た
税
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
り
の
五
月
分
税
収
に
お
い
て
税
収
の
う
ち

大
き
な
割
合
を
占
め
る
三
月
期
決
算
法
人
の
法
人
税
、
消
費
税
が
収
納
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
現
時
点
で
確
た
る
こ
と
は

申
し
上
げ
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
御
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
、
お
尋
ね
に
つ
い

て
、
現
時
点
で
確
た
る
こ
と
を
申
し
上
げ
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 



 

３ 

 

四
及
び
五
に
つ
い
て 

 
 

四
の
お
尋
ね
及
び
五
で
御
指
摘
の
「
見
解
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
五
年
五
月
九
日
の
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
に
お
い
て
、

住
澤
財
務
省
主
税
局
長
（
当
時
）
が
「
税
収
は
歳
入
予
算
の
主
要
な
構
成
要
素
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
見
積
り
を
適
切

に
行
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
な
職
務
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
税
収
見
積
り
に
当
た
り
ま

し
て
は
、
見
積
り
時
点
に
お
い
て
入
手
で
き
る
情
報
は
全
て
活
用
し
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
経
済
状
況
や
経
済
見
通
し
等
を

踏
ま
え
て
、
見
積
精
度
を
最
大
限
高
め
る
努
力
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
、
令
和
六
年
十
二
月
十
二
日
の
衆
議
院

総
務
委
員
会
に
お
い
て
、
細
田
財
務
省
主
税
局
国
際
租
税
総
括
官
が
「
見
積
り
に
お
き
ま
し
て
は
、
直
近
の
課
税
実
績
の
把

握
に
加
え
、
民
間
調
査
機
関
な
ど
か
ら
の
情
報
収
集
や
上
場
企
業
な
ど
へ
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
通
じ
た
収
納
見
通
し
の
把

握
、
ま
た
、
法
人
ご
と
に
得
ら
れ
て
い
る
デ
ー
タ
を
用
い
た
繰
越
欠
損
金
の
影
響
の
把
握
な
ど
を
行
い
、
見
積
り
を
行
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
税
収
に
つ
き
ま
し
て
は
、
年
度
中
の
景
気
の
動
向
や
外
部
の
経
済
要
因
に
応
じ
て
見
積
り
か
ら
上
振
れ

た
り
下
振
れ
た
り
す
る
と
こ
ろ
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
引
き
続
き
、
こ
う
し
た
取
組
を
進
め
て
、
見
積
り
精
度
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 


